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UThc khthyol唱icalSocicty of J江pal11999 Abstract Three specimens (128-144.5 mll1 in standard Iength) of a polynemid 

fish‘Po(vd，αctylus sextarius (Bloch & Schneider)， collected by a large set net 0仔
the eastcrn side of Ooshima Island， Meitsu， Nango， Miyazaki， Japan. represent the 
自rstreliable record from Japan and the northernmost record of the species. Poly 
dacぴ111ssextarills is characterized as follows: six pectoral五laments，almost all 
pectoral自nrays branch巴d， pectoraI fin Ionger than pelvic fin， vomer without teeth 
and a Iarge black spot ant巴riorlyon the IateraI line. 

キCorrespondingauthor: Hiroyuki Motomllra， Laboratory of Marine Production， 
Dψαrtment of Anima1 Science， Facu1ty of Agricu1ture， Miyazaki Universiか" 1~1 

Gakuen-kibanadai-nishi， Miyazaki 889-2192， Japan (e-mail: a()c 116u@cc 
miyazaki-u.ac.jp) 

、、，パメコノシロ科魚類Polynemidaeは，現在世

/界で7属33種が知られており (Nelson，1994)， 

このうち日本沿岸で分布が確認されているのは，

ツノfメコノシロPolydactylusplebeius (Broussonet)と

ナンヨウアゴナシPse.ポlis(Valenciennes)の2種で

ある(座間・藤田， 1977;吉野， 1984;瀬能，

1995) 

著者らは本州太平洋沿岸と琉球列島の魚類相調

査の過程で，宮崎県日南海岸よりツバメコノシロ

科魚類3個体を探集した.これらは体形，色彩，

および計数形質からカタグロアゴナシPsextarius 

(Bloch & Schneider)と同定された.山田(1986)は本

種を東シナ海中央部から報告し，本種の分布域に

小笠原諸島と八重山諸島を含めている. しかし，

両諸島での本種の確かな出現記録はなく，山 18

( 1986)は座間・藤田(1977)と吉野 (1984)がそれぞ

れ小笠原諸島と八重山諸島から報告したナンヨウ

アゴナシをカタグロアゴナシのシノニムと考えて引

用したにすぎない. したがって，本報告は本種の

標本に基づく日本沿岸からの最初の記録である.

本報告によって， 日本沿岸に分布するツバメコノ

シロ科魚類は3種となり，カタグロアゴナシの分布

の北限が宮崎県となる.

標本の計測方法は以下のとおりとした.第2背

鰭始部から瞥鰭始部までの直線距離を第2体高

(second body depth)，阿胸鰭基部聞の最短距離を体

'1'日(bodywidth at pectoral fin base)，眼の前後の脂l験

問の距離を脂|険開口長 (dermaleye opening)‘吻端
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Fig. 1. A photo of Polydactylus sext正Irills.MUFS 15628， 144mm in standard length‘from Ooshima 
Island， Meitsu. Nango. Miyazaki， Japan. 

から第 l背鰭始部までの直線距離を第 l背鰭前長

(pre-I st dorsal fin length)，吻端から第2背鮪始部ま

での直線距離を第 2背鰭前長 (pre-2nddorsal fin 

length).吻端から骨鮪始部までの直線距剛一を骨鰐

前長 (preanalfin length)ー第 l背鰭始部から啓鰭始

部までの直線距離を第 l背鰭啓鰭問長 (firstdor-

sal fin base to anal fin base)，腹鰭始部から腎鰭始部

までの直線距離を腹精一腎鰭問長 (pelvicfin base 10 

anal fin base)‘最も長い胸鰭遊離軟条の基部から先

端までの距離を最長IJ旬鰭遊離軟条長(longestpec-

tora1 filament 1ength)令および下尾骨後端から尾鰭上

下各葉の後端までのi直線距離をそれぞれ尾鰭上葉

長 (uppercaudal fin 10be 1ength)と尾鰭下葉長(lowel

caudal fin lobe length)として言「測した.なお.胸!陪

遊離軟条は最下軟条を第l番目として数えた.そ

の他はHubbsand Lagler (1947)に従った.観察に月J

いた標本は三重大学生物資源学部附属水産実験所

(FRLM: Fish巴riesResearch Laboratory， Mie Univer-

sity).宮崎大学農学部動物生産学科 (MUFS;

Miyazaki University今 FisheriesScience Course)，およ

び琉球大学理学部海洋自然科学科 (URM-P;Uni-

versity of the Ryukyus， Department of Marine Sci一

巳nces)に保存されている.

Polydactylus sextarius 

(Bloch & Schneider， 1801) 

カタクロアゴナシ

(Fig.1) 

Polynem 川 sextωtαU仰lr川川rパi

pl. 4 (type locality: Tranqueb且r，India); Cuvier， 

1829・388(Coromandel， India); Gunther， 1860: 326 

(Malayan P巴ninsula):Day， 1876: 177司 pl.42，自g.6

(Indian Ocean): Weber and d巴Beaufort，1922: 210 

(lndo・WestPacific): Menon and Babu Rao， 1984: 

POLYN Poly 3 (western Indian Ocean). 

7i-ichidion sexlarius; Bleeker， 1865: 174 (Thailand) 

Polydactylus sextarills: Smith. 1949: 327， fig. 900 

(South A什ica):Munro， 1967: 192， pl. 21， fig. 328 

(New Guinea); Kuronuma and Abe. 1972: 96， pl. 15 

(Kuwait):久新ほか， 1982: 45叫fig.24(南シナ海): 

Gloerfelt-Tarp and Kailola‘ 1984: 231， pl. lowest 

photo of left side in page 230 (southern Indon巴sia):

山田， 1986: 128， unnumbered photo in page 128 

(東シナ海);Talwar and Jhingran， 1992: 910， fig. 

272 (lndo-West Pacific): Mansor et al.， 1998: 87， pl 

93，自g.272 (South China Sea). 

Trichidioll sextariulII; Bleeker， 1983: 22， pl. 453. fig. 3 

(originally Polyn巴matpl. 1‘unpublished plate by P. 

B1eeker; lndo-West Pacific). 

Polydacぴlussexfilis (not of Valenciennes); Shen， 

1984: 98， pl. 98，白g.361-4 (Taiwan) 

標本 MUFS 15628-15630. 3個体，標準体長

128-144.5 mm，宮崎県南郷町目井津大島東部，水

深50m以浅， 1998年5月25日，大型定置網，採

集者:本村i?i之・腎干n子.
識別的特徴 本種は胸鰭遊離軟条が6本である

こと，胸鰭軟条の大部分が分枝すること，胸鰭が

腹鰭より長いこと，前鋤骨に歯がないこと，およ

び側線始部に黒斑があることなどによって，同属
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他種から識別できる.

記載 計数値と体各部の標準体長に対する比率

はTable1に示す.体は長楕川)杉で， i![lJ扇する. III!J 
端はやや尖り，吻長は tl良嵩径よりわずかに短い.

頭部背面は吻端まで鱗で被われる. 11良は大きく.

脂l除で被われる.口は下位で，上顎前端は眼の前

縁ドより後方に位置する.下顎には縫合部を除き

唇が発達する.両顎と口蓋骨には械毛状歯帯が発

達するが，前鋤骨には歯がない.前偲蓋骨後縁は

鋸歯状を呈する.側線は胸鰭上方でわずかに背i![lJ

に湾曲し，その後尾柄部に向かつてほぼ一直線に

延び¥尾鰭の鰭膜上に達する.胸鰭第 lと第2軟

条は不分枝，他の軟条は分校する. )j旬鰭遊離軟条

は6本で，その第5と第6軟条先端は腹鰭始部を

越える.胸鰭は腹鰭よりわずかに長い.尾鰭上葉

は下葉よりやや長い.

体色 生鮮時の体色は採集時の3個体の標本写

真 (MUFS15628-15630，標準体長 128-144.5mm) 

に基づく.体の背部は濃い灰色がかった金色で，

その他はほぼ一様に金色がかった銀白色.第 l背

鰭は，前縁から先端および後縁にかけて濃い黒色

で縁取られ，その他は一様に灰色.第2背鰭の後

縁は黒みを帯び，その他は一様に灰色.胸鰭は黄

色みががり，基部に向かい黄色は濃く，先端に向

かい黒みを帯びる.胸鰭遊離軟条は白色.腹鰭の

前縁は濃い黄色で，その他は一様に白色.瞥鰐の

前縁は黄色みがかった黒色，前縁の先端は白色，

後端は白色，基底部は濃い黄色で，その他は一様

に灰色.尾鰭の後縁は濃い黒色で縁取られ，両葉

先端付近は特に濃い黒色を呈する.1H1J線始部上に
眼径よりやや大きい縦に細長い楕円形の明瞭な黒

斑がある.

アルコール回定後の標本では，体は一様に灰色

がかった銀白色.各鰭の基底部はクリーム色.第

l背鰭の先端は濃い黒色を帯び，その他は一様に

灰色.第2背鰭，啓鰭，および尾鰭は一様に灰色.

胸鰭の上縁と先端付近は黒色で，下縁付近は白

色.胸鰭遊離軟条は白色.腹鰭前縁は薄い黒色

で，その他は一様に白色.1![1J線始部上の黒斑は明
瞭.

分布 本種は南アフリカからアフリカ東岸，ペ

ルシャ湾， インド，タイ，インドネシア，南シナ

海，東シナ海，および日本を含むインド西部太

平洋の熱帯，亜熱帯域に広く分布する (Weberand 

de Beaufort， 1922; Smith‘1961; Kuronuma and Abe， 

1972; 久新ほか， 1982; Gloerfelt-Tarp and Kailola、

1984; 山田， 1986: Mansor et al.， 1998; 本報告).

Tablc 1. Counts and measurements of Polvdactvllls 

sextar;us from Miyazaki， Japan 
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Counts 

Dorsal fin rays VIII-I. 13 

Anal fin rays lII. 12-13 
Pectoral fin rays 14-15 

Pectora1 fi1aments 6 

Pelvic fin rays 1， 5 
Laters1 line sca1es 46--49 
Scales above/below latera11ine 5/9 

Gill ralers 11-12+ 1 + 

14-15=26-28 

Measurements (Proportions in SL) 

Head length 3.1-3.2 

Body depth 3.0-3.1 

Second body depth 3.0-3.1 

Body width at pectoral fin base 6.7-7.6 

Snoutlength 16.0-17.0 

Orbit diameter 11.9-12.0 
Dermal eye opening 13.1-13.8 

1nterorbita1 width 12.0-15.2 

Postorbital length 5.3-5.8 

Upper jaw 1ength 8.0 

Pre-lst dorsal fin length 2.6-2.7 

Pre-2nd dorsa1 fin 1ength 1.5-1.6 

Preanal fin length 1.5-1.6 

First dorsal fin base to 2.2 

anal fin base 

Pelvic fin base to anal fin base 3.8--4.1 
Second dorsa1 fin base 1ength 5.6-6.6 

Anal自nbase 1巴ngth 5.4-5.5 
Longest pectoral fin length 4.7-5.2 

Longest pectora1 4.4--4.6 
自1amentlength (6th) 

Longest pe1vic fin length (2nd) 5.8-6.3 

Longest 1 st dorsa1 fin 4.4--4.8 

spine length (3rd) 

Second dorsal fin spine length 16.0-20.6 

Longest 2nd dorsal 4.7-5.6 

自nray 1ength (2nd) 

Longest anal fin 12.8-13.1 

spine length (3rd) 

Longest anal fin ray 1ength (2nd) 5.3-6.9 

Caudal pedunc1e length 4.6--4.8 
Caudal peduncle depth 6.9 

Upper caudal fin lobe length 2.4-2.7 
Lowercaudalfinlob巴1ength 2.8-3.0 
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本報告は日本沿岸におけるカタグロアゴナシの最

初の記録であり，同時に本種の北限記録となる.

備考 本標本の3個体は，胸鰭の大部分の軟条

が分校すること，胸鰭遊離軟条が6本であること.

前鋤骨に歯がないこと，側線始部に黒斑があるこ

と，側線鱗数が46-49であること，および側線

上・下方横列鱗数が5/9であることなどからカタグ

ロアゴナシ PolydactylllssextarillSに同定された

(Table 1). 

Munro (1967)は胸鰭軟条が不JJ枝であると記載

しているが， Munro (1955)では胸鰭軟条が分枝す

るとしており， Munro (1967)の記載は誤りである

と判断される.また， Day (1876)、Weberand de 

Beaufort (1922)，およびMunro(1967)は，体高の

2.8-3.0倍が標準体長であるとしているが，本標本

では3.0-3.1倍であり，若干の相違がある. しかし，

本報告で比較に用いたタイ国産 (MUFS14411， 

14486、14494司14499，14502， 5個体，標準体長

125-131 mm)と台湾産 (URM-P33101-33103， 3個

体，標準体長125-137mm)のカタグロアゴナシで

は，体高の2.8-3.1倍が標準体長であった. した

がって，上述の体高の差異は種内変異であると思

われる.

本種の和名は久新ほか(1982)により，南シナ海

産の標本に対して提唱された.この和名は本種の

特徴をよく表しているため，本報告でも彼らの和

名を踏襲する.なお. B1eeker (1865)は本種を

Trichidionに変属したが，Trichidioηはリンネの「自

然の体系」第 10版以前の 1749年に提唱されたもの

であるため，この属名は不適格名である (Myers司

1936). 

Sh巴n(1984)と山田(1986)はカタグロアゴナシR

sextariusとナンヨウアゴナシPseポlisを同種と考

えた. しカ、し，カタグロアゴPナシはナンヨウアゴ

ナシと比較すると，側線始部に黒斑があること

(後者では黒斑がない)，大部分の胸鰭軟条が分枝

すること(すべて不分枝)，胸鰭遊離軟条の先端が

腹鰭始部を越えること(啓鰭始部に達する)，前鋤

骨に歯がないこと(歯がある)，側線鱗数が44-50

であること (61-68)‘および倶IJ線上・下方横列鱗数

が5/9であること (6-7/10-11)などの形質で明らか

に異なる (Munro，1967; Menon and Babu Rao‘1984; 

瀬能， 1995). 

また， 日本沿岸に出現する同属のツバメコノシ

ロPplebeillsは，体側に鱗列に沿って暗色縦条が

あること，胸鰭下方の遊離軟条が5本であること

(ごく稀に6本. 6本の個体は第2背鰭と腎鰭の軟

条が伸長する傾向がある)，および側線鱗数が61

66であることによって，カタグロアゴナシと容易

に識別できる(瀬能， 1995;本村ー，未発表). 

カタグロアゴナシはインド西部太平洋に分布

するPmicrostomus (B1eeker)と側線始部上に黒斑が

あることで類似するが 胸鰭遊離軟条が6本であ

ること(後者では5本)と胸鰭が腹鰭より長いこと

(胸鰭と腹鰭がほぼ同長)から容易に識別できる

(Weber and de Beaufort， 1922; Munro‘1967; G1oer-

fe1t-Tarp and Kailo1a， 1984; Menon and 8abu Rao‘ 

1984; Talwar and Jhingran， 1992). さらに，ニュー

カレドニア産のPmicrostomus (MUFS 14159，標準

体長 154mm)と比較すると， カタグロアゴナシは

腹鰭基部上縁の腕鱗が未発達であること (pmi-

crostomusでは良く発達する)，限寓径が限後長の

112以下であること(112以上)，および生鮮時の体

色が全体的に金色がかった銀白色であること(明

るい金色)などの形質でも異なる(本研究). 

比較標本 カタグロアゴナシPsextarillS: MUFS 

14411， 14486， 14494、14499，14502， 5個体，標準体

長 125-131mm， タイ国， ソンクラ， 1997年 12月

12日 URM-P33101-33103， 3個体，標準体長

125-137mm，台湾， 1994年II月14日.ツバメコ

ノシロPplebeius: FRLM 13712-13714‘31固{本， f:票

準体長226-245mm司三重県志摩郡志摩町御座，

1994年9月l日;MUFS 14110.標準体長 142.5mm

宮崎県南郷町目井津大島， 1997年 10月6日:

MUFS 14201-14202， 2佃体.標準体長 271-

323mm‘ニューカレドニア，ヌメア， 1997年II月

7日 MUFS14480‘標準体長 180mm，タイ国.

プーケット， 1997年12月14日;URM-P 24672，標

準体長 132mm，沖縄県沖縄島中城， 1990年 10月

27日.ナンヨウアゴナシPse.ポlis:URM-P 35332 

35334. 3個体，標準体長43-48mm‘沖縄県石垣島

石垣港， 1995年8月5日;URM-P 36431-36433、3

個体，標準体長62-72mm，沖縄県西表島網取湾.

1996年8月18日.P microstomus: MUFS 14159、標

準体長 154mm，ニューカレドニア，オウエンギ川，

1997年 11月4日.
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